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明日をめざして４４号
自立 共生そして挑戦

副校長 卒業という始まり

まだまだ寒さが残っていますが、川辺では菜の花が黄色い花をつけ始めました。
３月１２日に第５３回卒業賞授与式が執り行われました。中学生にとって、卒業は終わ

りと始まりの節目と言えます。中学校を卒業し、新たな進路先に進むとき、どんな気持ち
になるでしょうか？「中学校の思い出が忘れられない」と寂しくなると同時に、「新しい
環境でどんなことが待っているだろう」とわくわくする気持ちもあるのでしょう。卒業式
でりりしく歌う３年生の表情からそんな気持ちが感じられました。

中学校を卒業するといよいよ大人社会のスタート地点に立ちます。これから多くことが
始まり、それ以上に多くに事を自分から始めていくことになるでしょう。人生にまわり道
はありません。まわり道をしてしまったと思ったとしても、後から振り返ると貴重な経験
だったということがたくさんあります。卒業生の皆さんには、大人社会の入り口でたくさ
んのことを始めて、多くの経験を積んでもらいたいと思います。それだけの力を義務教育
９年間で身に付けたことに自信をもってください。
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卒業式が無事に終了しました １年間ありがとうございました

３月１２日に卒業証書授与式を行い、１５７名の３年生が本校を巣立っていき
ました。当日は、あいにくの雨模様のため、来賓の皆様や保護者の皆様には大変
な思いをさせてしまいましたが、様々なご協力を頂いたおかげで無事に終えるこ
とができました。改めて感謝申しあげます。ありがとうございました。今年の３
年生が入学した頃は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため多くの制約があり、
文字通り息苦しさを感じながらの学校生活でした。しかし、少しずつ日常生活を
取り戻す中で、学習や行事・部活動等に励みながら個の力を伸ばしたり集団での
役割を自覚し誰かのために努力する経験を積んだりすることができました。本校
の教育目標である「自立」と「共生」はしっかり身に付けられたと思っています。
教職員も３年所属を中心に切磋琢磨しながら学習指導・生徒支援に一生懸命取り
組んでまいりました。心も体も大きく変化する時期ゆえに、悩む日もあり試行錯
誤の連続でしたが、式場いっぱいに響き渡る「空は今」と「群青」の歌声を聴き
ながら、今までの努力は決して間違ってはいなかったという思いに行きつきまし
た。あと一つ、二つしてあげられることがあったかもしれません。我々も卒業生
と同じように、これからも学び続ける集団でいたいと思っています。
♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠ ♥♠

今年度も間もなく終了いたします。短い春休みの先にはもう新年度が待ち受け
ています。今までを振り返ることも大切ですが、新たな環境の
中で次のステップに踏み出すことはもっと価値があります。教
育目標の「そして挑戦」に終わりはありません。夢をもってこ
れからも生きていきましょう！１年間ありがとうございました。



学年から

1学年 ２月は百人一首大会、３月は球技大会があり、修了式に
向けてクラスの思い出をつくるとともに、１年間のふりかえりを行う時期
となりました。この１年間、中学生として自立し仲間を大切にして過ごす
ことができたでしょうか。この黄学年のメンバーは３年間一緒に過ごす仲
間です。自分のことだけでなく、周りのことも考えられるようになり、２
年生に進級してほしいと思います。また、卒業式の準備や大掃除など、み
なさんが学校のために活躍できる行事もたくさんあります。最後まで自分
のできることを精一杯行い、素敵な先輩になれるように頑張りましょう。

３年生が卒業し２年生が最上級生という立場になりまし
た。今後の泉が丘中学校をさらに良い学校にするという自覚と誇りをもっ
て過ごしてもらいたいです。３月６日に行われた卒業式予行では、３年生
に失礼のないきちんとした態度でのぞむこと、卒業式当日に参加しない
分、３年生の姿を見て来年迎える自分たちの卒業式の意識を高めることを
目標に参加しました。２年生は予行の３年生の立派な姿を見て卒業式の重
みを認識できたと思います。そして、３年生の心に響く素晴らしい合唱を
聴いて卒業生としてのあるべき姿を実感できたと思っています。来年の３
月に良い卒業式を迎えられるよう日々の生活を充実させていきたいです。

２学年

３学年 3月12日に第53回卒業証書授与式が行われました。
当日は別れを惜しむ「涙雨」とも言われるような天候でしたが、157名が
泉が丘中学校から無事に巣立っていきました。担任の先生から名前を呼ば
れ、返事をして証書を受け取る時には、厳粛な空気の中にも卒業生の清々
しい表情がありました。特に、式終盤の卒業生合唱では、聴いている人に
気持ちのこもった迫力のある歌声を披露することができました。会場にい
る方々、保護者の方々への感謝の気持ちが表現されているように感じ、目
頭を熱くしている方もおられました。これまで3年間の温かいご支援、お
見守りに感謝して、4月から新たなスタートを切ってほしいと思います。

毎年この時期に、個別支援学級では遠足に出かけ
ています。今年は鎌倉方面に行き、高徳院（大仏）、長谷寺、鶴岡八幡宮、
小町通りを回りました。小学校の遠足でも、鎌倉に行ったことがある生徒
もいましたが、大仏の大きさに驚いたり、長谷寺の景色やなごみ地蔵に癒
されたり、若宮大路を歩いていく中で道幅が狭くなるのを体感したり、鶴
岡八幡宮の「八」の字が鳩の形をしていること等を見学し、新しい発見や
鎌倉の文化に触れました。そして、３年生と過ごせる最後の校外学習を楽
しく過ごすことができました。

個別支援



今月の記事

泉が丘中学校では、３月6日（水）に「３年生を送る会」が生徒会
本部主催で開かれました。１・２年生から３年生へのメッセージビデ
オやダンス、合唱など盛りだくさんの内容で、３年生も１・２年生の
感謝の言葉にとても嬉しそうな表情を浮かべていました。後半には３
年生から１・２年生へのメッセージ・合唱もあり、あらためて泉が丘
中学校の強い絆を感じる１時間でした。

また、３月１２日（火）には第５３回卒業証書授与式が行われまし
た。中学校に入学してすぐの時期は感染症による影響から、１年次の
遠足や合唱コンクールが中止になるなど、様々な困難があった学年で
した。しかし、その後は多くの学校行事を全力で楽しみながら取り組
み、日々の学習にも粘り強く励み、大きく、たくましく成長しました。
特に、卒業式当日の合唱はとても素晴らしく、多くの先生方・保護者
の皆様が心をうたれたことでしょう。ただ上手なだけではなく、心の
こもった、とても胸が熱くなるような合唱で、生徒たちにとっても一
生の思い出になったと思います。

３年生は卒業してしまいましたが、この先は１・２年生が泉が丘中
学校を引っ張っていく番です。今後も力を合わせて、よりよい学校づ
くりを目指していきましょう！



春は別れの季節でもあり、出逢いの季節でもあります。慣れ親しんだ環
境から離れることは怖いことかもしれませんが、一歩踏み出したその先に
明るい未来が待っているはずです。この時期にしか見られない桜に勇気を
もらいながら、前向きに進んでいきましょう。

学校HPのQRコード

保健室 いよいよ春休み🌸１年間お疲れさまでした

専任の部屋

カウンセラー来校日

今年度の来校日は
ありません。
また来年度
よろしくお願い
いたします。

卒業式も終わり、いよいよ年度の終わりが近づいてきました。みなさんにとって
この１年間はどうだったでしょうか？保健室は、やはり今年度も感染症に翻弄され
た１年間でした。新型コロナウイルス感染症が5類に移行しましたが、それでも感
染症対策を頑張ってくれたみなさんに感謝の気持ちでいっぱいです。まだ、インフ
ルエンザが流行しています。春休み中も引き続き健康管理をしっかりして過ごして
ください。
１年間お疲れさまでした！頑張った自分に拍手！
◇◆－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－◆◇

春休みに体のメンテナンスをしておきましょう！
□生活リズムを整えよう！（早寝早起き・バランスの良い食事・適度な運動）
□体の不調を治そう！（行けていない病院に行くチャンス）
□ほっと一息つく時間を持とう！（体だけでなく心の健康も）

４月に元気なみなさんに会えるのを楽しみにしています♪

靡不有初、鮮克有終!
年度（1年）の終わりには、「有終の美を飾る」という言葉をよく耳にします。

この言葉は、最後までやり遂げ、よい成果をあげるということです。この「有終の
美を飾る。」言葉を聞くと、高校の恩師の言葉を思い出します。「靡不有初、鮮克
有終」です。書き下し文は、「初め有らざるなし 克く終わり有る鮮し（はじめあ
らざるなし よくおわりあるすくなし）」となります。“始めただけで途中で投げ出
したりせず、最後まできちんと成し遂げることが大切だ。”ということです。

4月から新しい学年に進級します。今年度の活動で得たことを生かして、自分の
得意なところは一層伸ばしつつ、自分の苦手なところは、あきらめないで少しずつ
自分のものにしてほしいと思います。

最後に、いつも学校を支えていただいている保護者、地域、関係機関の皆様にお
礼を申し上げます。２０２３年度も大変お世話になりました<(_ _)>2024年度も泉
が丘中学校へのご支援、ご協力よろしくお願いいたします。

不安や悩みがでてきたら、一人で悩まず相談しましょう！
学校では毎月生活の振り返りを実施したり、教育相談等で悩みや不安を
聞く機会を設けたりしています。それでも、誰にも打ち明けられないことや、
誰に相談すればよいのか分からない、といったこともあるでしょう。相談窓口
として、「中高生SNS相談＠かながわ」や「24時間子どもSOSダイヤル」
（０１２０ー０－７８３１０）があります。一人で悩まず誰かに相談してください。


